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▲

 http://www.jtuc-rengo.jp/niigata/　「齋藤会長＠ブログ」発信中！

10月の主な活動
	 3日	第5回地協代表者会議

	3～4日
	 	第6回女性委員会

	 7日	ディーセントワーク
	 	世界行動デー10.7新潟集会

	 8日	第12回四役会議
	 	第12回執行委員会

	 9日	第2回男女平等委員会

	10日	土曜相談会

	16日	泉田新潟県知事との
	 	　　　　　　懇談会

	21日	第1回メーデー実行委員会

	22日	地域産業労働懇談会

第296号� 2015.10.15

Ａ ：�妊産婦が請求した場合は時間外・休日労働・深夜業はさせてはならない。
　男女雇用機会均等法、労働基準法によって妊娠中及び産後一年を経過していない女性（妊産婦）に
対する健康管理や時間外労働の制限、業務転換、産前産後休業などが決められています。
＜妊娠中及び出産後の健康管理に関する措置＞
　「妊娠中及び産後１年を経過していない女性が申請すれば、夏季の範囲内で年次有給休暇とは別に
女性労働者が母子保健法による保健指導又は健康新３を受けるために必要な時間を確保できるように
しなくてはならない」（均等法第12条）

産前……妊娠23週まで ４週に１回
　　　　妊娠24週から35週まで ２週に１回
　　　　妊娠36週から出産まで １週に１回
産後……医師や助産婦の指示によるところ

　事業主は、上記の保健指導又は健康診査に基づく指導事項を守ることができるよう、勤務時間の変
更、勤務の軽減等必要な措置を講じなければならない（均等法第13条）
＜妊産婦の業務の取扱い＞
　妊産婦とは妊娠中の女性及び産後１年を経過しない女性のことを指します。
　妊娠中の女性は、他の軽易な業務への転換を請求することができ、使用者はこれに応じなければな
らないとされています。（「簡易業務への転換請求」労基法第65条３項）また、妊産婦から請求があ
った場合は、時間外労働、休日労働及び深夜業をさせてはならないとされています。各変形労働時間
制（フレックスタイム制を除く）の場合も同様であり、請求があれば対象者から除外することになり
ます。（「時間外労働の制限」労基法第66条）

Ｑ：妊娠しました。
　　　時間外労働があって仕事が
つらいのですが、どうすれば
いいですか？

第
25
回
新
潟
県
勤
労
者
駅
伝
大
会
開
催

地
域
活
性
化
に
向
け
た

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

　

九
月
一
九
日
、
二
五
回
目
と

な
る
新
潟
県
勤
労
者
駅
伝
大
会

を
、
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
・
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ

公
園
、
鳥
屋
野
潟
公
園
で
開
か

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
一
部
コ

ー
ス
を
変
更
し
、
奇
数
区
は
鳥

屋
野
潟
沿
い
を
長
く
走
る
コ
ー

ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
朝
は
雨
が
降
り
、
競
技

へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
天
気

は
回
復
し
、
競
技
中
は
す
っ
き

り
と
澄
ん
だ
青
空
の
中
、
八
六

チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
前
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
、
ス
タ
ジ
オ
キ
ャ
ン

■総合順位
１位	 JP☆RCチームA	 1：25：10
２位	 十日町市	 1：26：01
３位	 コロナアスリートクラブ	 1：30：37
４位	 佐渡市役所A	 1：32：43
５位	 新教組上越	RUNラン乱	 1：33：47
６位	 糸魚川市役所駅伝競走部B	 1：34：50

■男女混合順位
１位	 胎内市職にこにこRC－A	 1：37：53
２位	 糸魚川市役所駅伝競走部A	 1：39：12
３位	 やまびこDRC	 1：45：47

■区間優勝
１区　中村　　徹（柏崎市職労ヤング）	 17：10
２区　高野　　純（佐渡市役所A）	 9：31
３区　霜田　哲也（柏崎市職労ベテラン）	 16：16
４区　土佐　健二（コロナアスリートクラブ）	 10：09
５区　岩崎　　覚（JP☆RCチームA）	 15：56
６区　荒川　　涼（JP☆RCチームA）	 10：23

■女性区間優勝
１区　渡辺真由美（糸魚川市役所駅伝競走部A）	 20：38
２区　高野恵利香（原信ナルスRCレディース）	 13：45
３区　村田　　玲（新潟市議会民主にいがた）	 21：42
４区　風間　和子（スマイルライフA）	 13：39
５区　小林都矢子（総合生協アスリートⅢ）	 25：01
６区　佐藤　夏海（胎内市職にこにこRC－A）	 13：38
　　　早見　信代（新潟中央病院千歳園A）	 〃　

≪全体成績はこちらから≫
総合記録・区間記録は連合新潟ホームページを
ご覧下さい

第25回新潟県勤労者駅伝大会　記録

ド
ル
の
子
ど
も
た
ち
が
可

愛
い
ダ
ン
ス
で
選
手
の
緊

張
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。

　

総
合
の
部
で
は
、
五
区

と
六
区
で
区
間
賞
も
獲
得

し
た
Ｊ
Ｐ
☆
Ｒ
Ｃ
チ
ー
ム

Ａ
が
力
強
い
走
り
で
三
連

覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

二
区
間
以
上
女
性
ラ
ン
ナ
ー

で
の
参
加
と
な
る
男
女
混
合
の

部
で
は
、
胎
内
市
職
に
こ
に
こ

Ｒ
Ｃ

−

Ａ
が
優
勝
し
、
こ
ち
ら

も
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、

運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
新

潟
市
中
央
陸
上
競
技
協
会
は
じ

め
多
く
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
は
一
〇
〇
チ
ー
ム
の
参

加
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
来
年

度
も
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

九
月
二
七
日
、
連
合
新
潟
は

「
男
女
平
等
参
画
社
会
を
め
ざ

し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
活

性
化
に
向
け
た
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
新
潟
市
東
映
ホ
テ
ル

で
開
き
、
一
二
〇
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

九
月
二
六
日
～
二
七
日
に
か
け

て
開
か
れ
た
「
二
〇
一
五
に
い

が
た
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
新
潟
」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
一
つ
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
連
合
本
部
・
南
部

副
事
務
局
長
よ
り
「
男
女
平
等

参
画
社
会
を
め
ざ
し
て　

さ

あ
！
み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

後
半
は
、
齋
藤
会
長
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
四
人
の
パ
ネ

リ
ス
ト
に
よ
り
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
潟
労
働
局
・
松
本
雇
用
均

等
室
長
は
、
新
潟
県
内
で
二
六

社
が
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業

と
し
て
認
定
さ
れ
る
「
く
る
み

ん
」
を
取
得
し
て
い
る
状
況
や

取
得
の
支
援
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。株
式
会
社
キ
タ
ッ
ク
・

中
山
専
務
取
締
役
は
「
く
る
み

ん
」
を
取
得
後
、
女
性
に
敬
遠

さ
れ
が
ち
な
総
合
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
に
も
関
わ
ら
ず
優

秀
な
女
性
の
応
募
が
増
え
た
成

果
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま

た
、
新
潟
大
学
・
西
條
准
教
授

は
、「
表
向
き
は
求
人
の
際
に

男
女
差
別
は
な
い
も
の
の
、
実

際
の
と
こ
ろ
、
営
業
は
男
性
の

み
募
集
と
い
う
企
業
は
ま
だ
多

い
よ
う
で
あ
る
」
な
ど
現
状
の

課
題
を
、
南
部
副
事
務
局
長
は

「
小
学
校
で
家
庭
科
の
授
業
が

行
な
わ
れ
三
四
歳
以
下
の
世
代

は
、
育
児
や
家
事
に
携
わ
る
こ

と
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
長

時
間
労
働
が

男
性
の
育
児

・
家
事
へ
の

参
画
の
障
害

と
も
な
っ
て

い
る
」
と
コ

メ
ン
ト
し
ま

し
た
。

　

会
場
か
ら

は
「
妊
娠
中
に
上
司
の
理
解
は

得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
同
僚
に

は
助
け
ら
れ
た
。
草
の
根
で
の

人
間
関
係
づ
く
り
が
大
切
で
は

な
い
か
」
な
ど
活
発
な
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

※�

詳
細
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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八
月
に
新
し
い
家
族

が
増
え
た
。こ
れ
ま
で
は
、

夫
婦
二
人
暮
ら
し
だ
っ

た
た
め
、
残
業
や
休
日

の
仕
事
は
あ
ま
り
気
に

し
な
い
で
や
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
が
で

き
る
と
環
境
も
変
わ
り
、

お
風
呂
に
入
れ
る
た
め

早
く
帰
る
な
ど
今
ま
で

と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
。

　

先
日
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
「
男

女
平
等
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
「
職
場
の

理
解
が
無
い
と
早
く
帰
る
・
休
む
は

難
し
い
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
こ

れ
か
ら
は
「
働
き
方
改
革
」
に
よ
り
、

男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
環
境
が
必

要
と
感
じ
た
。
妻
は
、
日
中
子
ど
も

の
お
世
話
、
家
事
、
夜
中
も
寝
ら
れ

な
い
な
ど
の
苦
労
も
あ
る
の
だ
か
ら
。

	

○幸

９月度のホーム・ページ アンケート結果発表

質問：	９月のアンケートは「秋の食べ物と言えば？」
でした。

　梨がトップ、栗と焼き芋は同率という結果になり
ました！もう食べましたか？
　さて、10月７日は「ディーセントワーク世界行動
デー」です。10月のアンケートは「ディーセントワ
ーク」にちなんだ内容です。

　新潟県教職員組合（新教組）は、1947年６月４日に結成された歴
史ある組織です。
　小・中・特別支援学校で働く教職員の約80％およそ11,000人が
新潟県教職員組合の仲間です。学校ごとの組織にあたる分会、県内に
11ある支部、そして本部があります。また、青年部、女性部などの
専門部は９つあります。
　新教組は、子どもたちの教育環境整備と私たち教職員の勤務労働条
件改善、そして平和を守るために活動しています。この４月から少人
数学級が小・中学校の全学年で実施されています。これは、「子ども
たちによりよい教育を」とい
う思いで、忙しい中でも組合
員一人ひとりが取り組んだ運
動と、連合加盟単組の皆さん
から毎年ご協力いただいてい
る「３０人以下学級実現」の
署名のおかげです。ありがと
うございます。
　「人事評価制度」導入、道徳の教科化、超過勤務・多忙化解消など、
今年度も課題は山積しています。子どもたちの輝く笑顔と、ともに働
く仲間の幸せのために、そして教え子を再び戦場に送らないために、
分会・支部・本部が一体となりとりくみを進めています。
　連合新潟に集結し、「平和で誰もが安心して働き続けられる社会の
実現」をめざし、今後も団結し運動を進めていきます。
� 新潟県教職員組合　本保真由美

13
新潟県教職員組合

土曜相談会 11月は14日に開催

連
合
二
〇
一
五
平
和
行
動

in
根
室
に
参
加
し
て

日
・
ロ
交
流
協
定
を
再
締
結

いよいよ
マイナンバー制度

が始まります

　

今
年
の「
平
和
行
動
in
根
室
」

は
、
九
月
一
二
日
～
一
三
日
の

日
程
で
開
催
さ
れ
た
。
北
関
東
、

東
北
南
部
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
大
型
台
風
一
八
号
の

北
上
と
と
も
に
九
月
一
一
日
、

羽
田
空
港
か
ら
暴
風
雨
の
中
の

根
室
中
標
津
空
港
に
降
り
立
ち
、

一
路
根
室
市
内
へ
。

　

一
日
目
は
前
日
の
荒
天
と
見

違
え
る
晴
天
に
。
北
方
四
島
学

習
会
で
は
昨
年
公
開
さ
れ
た

「
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
島
」
を
視
聴

し
た
。
そ
の
後
の
分
科
会
で
は
、

元
島
民
の
数
は
七
〇
〇
〇
人
を

割
り
、
平
均
年
齢
は
八
〇
歳
を

超
え
て
益
々
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
。
当
時
の
島
民
が
帰
還
す

　

九
月
二
四
日
、
新
潟
県
労

福
協
と
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方

労
働
組
合
団
体
連
合
と
の
間

で
、
一
九
六
六
年
以
降
続
け

て
き
た
国
際
交
流
協
定
が
、

二
〇
一
五
年
で
満
了
す
る
こ

と
を
前
に
、
期
間
を
二
〇
二

五
年
ま
で
延
長
す
る
協
定
の

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
「
税
」、

「
社
会
保
障
」、「
災
害
対
策
」

の
三
つ
の
行
政
分
野
に
対
応
し
、

二
〇
一
六
年
一
月
よ
り
利
用
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入

に
よ
り
、
行
政
手
続
き
が
簡
略

化
さ
れ
、
書
類
の
準
備
等
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
制
度
導

入
後
は
、
様
々
な
分
野
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
使
用
す
る
場
面
が

増
え
て
い
く
予
定
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
で
す

が
、
一
〇
月
中
旬
か
ら
一
一
月

末
程
度
ま
で
に
、
住
民
票
登
録

住
所
へ
世
帯
ご
と
に
簡
易
書
留

に
て
通
知
カ
ー
ド
が
郵
送
さ
れ

ま
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
か
ら
顔
写
真
付

き
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
へ
変
更
す
る
場

連
合
新
潟
副
会
長
　
河
内
　
浩
一

る
に
は
残
さ
れ
た
時
間
が
少
な

く
、
返
還
に
は
強
い
政
治
対
応

と
国
民
的
運
動
が

重
要
な
こ
と
な
ど

が
語
ら
れ
た
。

　

二
日
目
は
望
郷

の
岬
公
園
で
平
和

ノ
サ
ッ
プ
集
会
が

一
二
〇
〇
人
規
模

で
開
催
さ
れ
た
。

北
方
四
島
は
生
憎

の
霧
で
全
く
見
え

な
か
っ
た
が
、
晴

れ
て
い
れ
ば
近
く

に
眺
望
で
き
る
と

の
こ
と
。
す
ぐ
傍

ら
に
見
え
な
が
ら

故
郷
に
戻
る
こ
と

が
出
来
な
い
元
島
民
の
無
念
さ

が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

現
地
に
訪
れ
て
空
気
に
触
れ
、

北
方
領
土
返
還
運
動
を
伝
え
て

い
く
こ
と
、
広
げ
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
認
識
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

11月の自治体選挙
▪長岡市長選挙
� 選挙日��2015年11月８日

森
もり

　  民
たみ

夫
お 無所属

現④　66歳

…… 連合新潟推薦予定候補 ……

締
結
に
双
方
が
合
意
し
ま
し

た
。
締
結
式
に
は
、
新
潟
県

労
福
協
か
ら
齋
藤
理
事
長
、

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
労
働
組

合
団
体
連
合
か
ら
コ
ノ
ネ
ン

コ
・
ガ
リ
ー
ナ
会
長
ら
が
出

席
し
、
協
定
書
に
サ
イ
ン
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
双

方
代
表
団
の
定
期
交

流
に
よ
る
意
見
交
換

や
、
子
ど
も
グ
ル
ー

プ
が
定
期
交
流
を
す

る
こ
と
で
日
ロ
友
好

関
係
の
発
展
を
目
的

と
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
も
両
国
労
働
団

体
の
連
帯
と
相
互
理

解
の
た
め
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。

合
は
、
所
定
の
手
続
き
に
て
変

更
を
行
っ
て
下
さ
い
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
は
生
涯
変
わ
ら
な
い
番

号
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
組
合
も
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
二
〇
一
六
年
よ
り「
雇

用
保
険
」・「
税
」、
二
〇
一
七
年

よ
り
「
社
会
保
険
」
等
、
順
次

サ
ー
ビ
ス
展
開
が
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
扱

う
「
担
当
者
の
明
確
化
」
や
「
番

号
の
取
得
」、「
管
理
や
保
管
」

等
に
つ
い
て
、
政
府
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
適
正
な
安

全
管
理
措
置
を
講
じ
て
下
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
範
囲
以
外
で
の
利

用
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
厳
し

い
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
る

前
ま
で
に
、
組
合
で
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
へ
の
取
扱
い
を
決
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
ま

で
ま
も
な
く
と
な
り
ま
し
た
が
、

適
正
な
対
応
を
行
い
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
施
行
に
備
え
ま
し
ょ

う
。

�

オ
フ
ィ
ス
サ
ポ
ー
ト
き
ず
な

�

（
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
）


